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こ
の
度
も
無
事
日
本
行
脚
を
終
え
、
ま
た
イ

ン
ド
の
大
地
に
立
ち
返
り
私
の
使
命
を
完
遂
す

る
べ
く
日
々
働
い
て
お
り
ま
す
︒
南
天
会
関
係

者
の
皆
様
に
は
私
が
日
本
各
地
を
回
っ
て
い
る

時
に
は
何
か
と
ご
援
助
を
い
た
だ
き
、
講
演
会

や
対
談
な
ど
様
々
な
お
役
目
を
遂
行
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
︒
昨
年
は
車
い
す
な
ど
に
乗
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
歩
い
て
宮
島
の
弥

山
に
も
登
り
、
ま
た
足
を
も
ん
で
い
た
だ
い
た

り
食
事
を
い
た
だ
い
た
り
し
て
体
調
も
良
く
、

体
力
も
徐
々
に
戻
っ
て
き
て
お
り
ま
す
︒
東
京

に
て
は
真
成
院
様
、
密
門
会
の
皆
様
に
ま
た
大

変
お
世
話
に
な
り
、
成
田
山
、
高
尾
山
、
川
崎

大
師
の
三
山
へ
も
お
参
り
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
︒
岡
山
で
は
長
泉
寺
様
に
お
参
り
し
、
皆

様
と
仏
教
と
核
に
つ
い
て
お
話
い
た
し
ま
し
た
︒

ま
た
黒
住
教
の
神
道
山
に
登
り
朝
日
を
拝
し
た

こ
と
は
非
常
に
印
象
に
残
っ
て
お
り
ま
す
︒
故

郷
新
見
で
懐
か
し
い
人
々
に
会
い
、
ま
た
姫
路

に
参
り
ま
し
て
河
野
太
通
御
大
老
師
様
に
お
会

い
す
る
こ
と
も
出
来
ま
し
た
︒
宮
島
に
て
﹁
南

天
龍
宮
城
と
平
家
一
門
﹂
と
題
し
て
お
話
し
し
、

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
念
願
で
あ
っ
た
平
家
の
御

霊
の
供
養
に
も
つ
な
が
っ
た
か
と
思
い
ま
す
︒
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松
山
の
石
手
寺
加
藤
ご
住
職
様
と
の
対
談
で
は

ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
大
菩
薩
の
お
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
ま
た
土
佐
町
の
皆
々
様
に
は
心
の
こ

も
っ
た
お
接
待
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
︒
内
船
寺
様
を
再
訪
し
た
折
に
は
仏

教
婦
人
会
の
皆
様
方
が
団
扇
太
鼓
を
撃
っ
て
お

迎
え
く
だ
さ
り
ま
し
た
︒
平
原
ご
住
職
の
奥
様

の
﹁
ジ
ャ
イ
ビ
ー
ム
！
﹂
の
お
声
が
日
本
全
土

は
お
ろ
か
イ
ン
ド
ま
で
届
く
よ
う
に
耳
に
残
っ

て
お
り
ま
す
︒
上
田
妙
光
寺
宮
淵
ご
上
人
、
中

条
村
の
皆
様
に
も
お
会
い
し
て
、
山
本
宗
補
様

の
ご
案
内
に
て
福
島
県
南
相
馬
市
の
相
馬
一
族

の
菩
提
寺
同
慶
寺
田
中
徳
雲
ご
住
職
に
お
会
い

し
、
浪
江
町
の
希
望
の
牧
場
に
も
参
り
ま
し
た
︒

東
京
に
帰
り
ま
し
て
、
玉
川
奈
々
福
師
匠
の
親

鸞
上
人
の
浪
曲
を
拝
聴
し
、
皆
様
か
ら
の
温
か

い
ご
支
援
金
を
頂
戴
し
ま
し
た
︒
こ
の
他
に
も

ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
研
究
会
の
先
生
方
と
の
対
話

会
や
、
イ
ン
ド
人
仏
教
徒
の
皆
様
と
の
食
事
会
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
対
談
な
ど
連
日
私
に
で
き
る

こ
と
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
こ
の
度
も

本
当
に
あ
り
が
た
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
皆

様
の
お
名
前
を
申
し
上
げ
る
こ
と
も
出
来
ま
せ

ん
が
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
︒
誠
に
真
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒
イ
ン
ド
に
か
え

り
ま
し
て
ま
た
イ
ン
ド
仏
教
復
興
の
道
を
ま
っ

し
ぐ
ら
に
進
ん
で
お
り
ま
す
︒
ま
た
私
の
大
使

命
で
あ
り
ま
す
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
大
菩
提
寺
返
還
運

動
、
八
宗
の
御
祖
師
龍
樹
大
菩
薩
の
遺
跡
護
持

に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
︒
日
本
も
ま
た
様
々

な
問
題
を
抱
え
、
若
い
人
々
が
そ
の
前
途
に
不

安
を
持
っ
て
迷
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
︒

ど
う
か
皆
様
お
元
気
で
、
菩
薩
道
を
歩
み
、
こ

の
不
安
に
立
ち
向
か
っ
て
く
だ
さ
い
︒
イ
ン
ド

仏
教
徒
も
共
に
菩
薩
道
を
前
に
進
ん
で
お
り
ま

す
︒
日
本
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
︒
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

南
天
龍
宮
城
沙
門　
天
日
秀
嶺　

御

礼

RYUZOKU
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５
月
28
日　

　

朝
８
時
45
分
、
飯
田
寿
一
さ
ん
に
付
き
添
わ

れ
、
無
事
成
田
空
港
に
到
着
。
今
回
随
身
の
亀

井
竜
亀
さ
ん
が
仏
旗
を
振
り
、
大
勢
の
人
が
出

迎
え
、
笑
顔
の
帰
国
と
な
り
ま
し
た
。
成
田
山

参
拝
。
東
京
滞
在
中
は
、
本
年
も
四
ツ
谷
真
成

院
（
織
田
隆
深
住
職
）
に
宿
泊
。

５
月
29
日　

　

浅
草
寺
に
参
拝
。　

　

午

後

９

時

か

ら

Ｂ

Ｓ

ス

カ

パ

ー
！

「B
a
z
o
o
k
a
!
!
!

」
に
生
出
演
。
司
会
者
の
小
籔

さ
ん
の
話
を
遮
っ
て
ま
で
熱
心
に
お
話
し
さ
れ

ま
し
た
。

５
月
30
日

　

高
尾
山
参
拝
。
埼
玉
県
狭
山
市
の
笹
井
観
音

堂
を
再
訪
。
堂
守
の
篠
井
良
観
氏
と
再
会
。

５
月
31
日

　

千
葉
県
勝
浦
市
の
仏
国
土
の
会
を
訪
問
。
河

野
一
郎
初
代
会
長
、
昨
年
逝
去
さ
れ
た
岩
佐
澄

隆
前
会
長
の
供
養
塔
に
読
経
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
１
日

　

埼
玉
無
量
寿
院
（
宮
本
慶
通
住
職
）
参
拝
。

６
月
２
日

　

神
保
町
散
策
。
南
天
会
世
話
人
の
関
口
雄
太

さ
ん
が
勤
務
す
る
原
書
房
を
訪
訪
問
。
関
口
さ

ん
の
お
母
さ
ん
か
ら
金
剛
杖
を
い
た
だ
き
、
今

回
の
相
棒
と
な
り
ま
し
た
。

６
月
３
日

　

眼
鏡
を
新
調
。
今
回
は
亀
井
さ
ん
、
位
田
さ

ん
、
姫
野
さ
ん
、
中
村
さ
ん
と
バ
ン
テ
ー
ジ
ー

の
随
身
を
し
た
い
人
々
が
競
う
よ
う
に
お
世
話

を
す
る
と
い
う
万
全
の
体
制
で
、
私
佐
伯
は
こ

の
日
か
ら
の
合
流
と
な
り
ま
し
た
。

６
月
４
日

　

真
成
院
月
例
会
に
参
加
。
こ
の
度
も
織
田
ご

住
職
、
密
門
会
の
皆
様
か
ら
多
大
な
ご
支
援
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
後
２
時
よ
り
南
天
会
交

流
会
。
全
国
か
ら
大
勢
の
人
々
が
集
ま
り
ま
し

た
。
高
山
龍
智
師
の
掛
け
声
で
参
加
者
の
皆
さ

ん
と
「
ジ
ャ
イ
ビ
ー
ム
！
」
三
唱
。
い
よ
い
よ

日
本
行
脚
２
０
１
７
ス
タ
ー
ト
で
す
。

６
月
５
日

　

新
幹
線
で
岡
山
へ
。
長
泉
寺
（
宮
本
龍
門
住

職
）
に
参
拝
し
、
必
生
不
動
明
王
宝
前
で
般
若

心
経
五
巻
奉
読
。
南
天
会
賛
同
人
の
宮
本
光
研

師
が
必
生
不
動
明
王
の
由
来
を
読
み
上
げ
ま
し

た
。６

月
６
日
～
９
日

　

中
原
永
昌
師
の
車
で
高
梁
川
沿
岸
を
北
上
し

て
故
郷
新
見
へ
。
新
見
滞
在
中
は
遠
山
龍
桜
さ

ん
が
お
世
話
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
か
ら
岡
山

禁
酒
会
館
に
て
山
本
宗
補
撮
影
「
佐
々
井
秀
嶺

写
真
展
『
ブ
ッ
ダ
を
背
負
い
て
天
竺
へ
』」
開

催
（
６
月
12
日
ま
で
）
。
山
陽
新
聞
に
も
記
事

に
し
て
い
た
だ
き
、
開
催
中
多
く
の
来
場
者
が

あ
り
ま
し
た
。

　

以
下
、
遠
山
さ
ん
の
ご
報
告
で
す
。

　

「
６
月
６
日
、
午
後
は
ご
上
人
様
が
、
幼
い

子
供
の
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
た
、
義
理
の
叔

母
川
西
様
を
介
護
施
設
に
ご
訪
問
。
こ
の
日
は

川
西
様
の
90
歳
の
誕
生
日
で
し
た
。
一
目
で
ご

上
人
と
分
か
り
、
み
の
ち
ゃ
ん
、
み
の
ち
ゃ
ん
！

と
、
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
ず
っ
と
手
を
握
っ
て

喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

６
月
７
日
は
大
雨
の
中
、
土
井
家
、
佐
々
井

家
墓
参
、
東
京
か
ら
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
３
名
の

方
々
が
墓
参
の
様
子
を
取
材
。
午
後
は
佐
々
井

家
墓
地
管
理
組
合
の
石
垣
様
、
妹
藤
様
、
他
の

方
々
と
茶
話
会
に
臨
ま
れ
、
そ
の
後
２
０
０
９

年
帰
国
の
折
に
面
会
し
、
昨
年
山
林
作
業
中
の

事
故
で
亡
く
な
っ
た
前
新
見
市
長
石
垣
正
夫
氏

の
墓
前
に
！　

余
談
で
す
が
奥
さ
ま
と
お
嬢
様

が
、
と
て
も
有
り
難
か
っ
た
と
、
涙
な
が
ら
に

話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

６
月
８
日
、
新
見
共
生
高
校
を
訪
問
。
新
見

市
役
所
を
表
敬
訪
問
。
副
市
長
と
面
会
さ
れ
ま

し
た
。

　

６
月
９
日
は
生
ま
れ
育
っ
た
別
所
に
て
、
懐

か
し
い
方
々
に
会
い
、
幼
い
子
供
の
頃
に
遊
ば

れ
た
ご
実
家
す
ぐ
裏
の
鎮
守
さ
ま
に
お
参
り
！

剣
森
山
、
剣
山
、
花
見
の
後
醍
醐
天
皇
休
石
な

ど
も
訪
問
し
、
そ
し
て
県
境
の
明
智
峠
を
越
え

遠
く
伯
耆
大
山
を
望
む
、
大
パ
ノ
ラ
マ
を
楽
し

ま
れ
ま
し
た
。
新
見
で
は
、
土
井
家
姻
戚
関
係

二
〇
一
七
年 

佐
々
井
上
人
来
日
全
行
程佐

伯
隆
快
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に
あ
る
大
西
邦
満
氏
が
運
転
し
て
下
さ
り
ご
上

人
様
が
懐
か
し
く
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
？　

と

思
わ
れ
る
場
所
を
案
内
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

ご
上
人
様
の
足
取
り
も
軽
や
か
に
故
郷
で
の
ひ

と
と
き
を
、
お
怪
我
も
な
く
終
始
笑
顔
で
過
ご

し
て
下
さ
い
ま
し
た
事
、
心
よ
り
有
り
難
く
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
」

６
月
10
日

　

新
見
出
発
。
津
山
市
院
庄
作
楽
神
社
に
参
拝
。

後
醍
醐
天
皇
と
児
島
高
徳
の
故
事
で
有
名
な
院

庄
館
跡
地
で
す
。
そ
の
後
、
久
米
南
町
の
浄
土

院
漆
間
宣
隆
上
人
を
訪
ね
、
昔
か
ら
の
支
援
者

の
方
々
と
歓
談
し
、
誕
生
寺
に
参
拝
。
漆
間
徳

然
上
人
に
面
会
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
美
咲
町

華
蔵
寺
の
阿
形
国
明
師
の
案
内
で
津
山
市
内
を

巡
り
、
実
家
で
も
あ
る
院
庄
の
清
眼
寺
に
参
拝
。

清
眼
寺
は
後
醍
醐
天
皇
配
流
の
際
の
御
駐
輦
所

で
あ
っ
た
雲
清
寺
の
後
蹟
で
、
児
島
高
徳
の
由

来
を
記
し
た
「
院
庄
貽
文
」
を
拝
見
し
ま
し
た
。

６
月
11
日

　

午
前
中
、
毎
年
訪
れ
る
岡
山
最
大
の
古
書
店

万
歩
書
店
へ
。
午
後
か
ら
は
倉
敷
一
心
念
誦
堂

の
慈
命
会
（
脱
原
発
を
祈
り
命
を
慈
し
む
会
）

に
参
加
。
「
原
発
は
仏
教
に
反
す
」
の
幟
を
掲

げ
て
倉
敷
駅
前
か
ら
美
観
地
区
ま
で
行
進
し
、

倉
敷
物
語
館
で
句
会
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し

た
中
学
生
が
詠
ん
だ
一
句
。

　

〝
一
大
事
わ
か
っ
て
い
る
の
か
日
本
人
〟

６
月
12
日

　

昨
年
ド
ン
ガ
ル
カ
ル
の
仏
教
徒
大
会
に
参
加

し
た
内
海
誠
仁
師
の
案
内
で
瑜
伽
山
蓮
台
寺
を

参
拝
。
佐
伯
増
恒
和
上
に
面
会
し
、
旧
交
を
温

め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
源
平
古
戦
場
の
藤
戸
寺

を
参
拝
。
禁
酒
会
館
の
写
真
展
最
終
日
に
立
ち

寄
り
、
来
場
者
と
歓
談
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
13
日

　

早
朝
４
時
、
神
道
山
の
黒
住
教
御
日
拝
所
に

上
り
朝
日
を
拝
み
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
脱
原

発
仏
教
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
岡
山
主
催
の
脱
原
発

結
集
「
仏
教
と
核
」
に
登
壇
。
約
90
名
の
参
加

者
を
前
に
、
仏
教
者
は
不
殺
生
戒
を
掲
げ
て

堂
々
と
命
を
奪
う
原
発
や
核
兵
器
に
反
対
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

６
月
14
日

　

姫
路
の
故
有
方
静
恵
さ
ん
の
墓
参
。
網
干
の

龍
門
寺
を
参
拝
し
、
河
野
太
通
老
師
と
面
談
。

龍
門
寺
開
山
盤
珪
禅
師
の
開
山
堂
で
読
経
し
、

不
生
庭
を
案
内
さ
れ
河
野
御
老
師
は
佐
々
井
上

人
の
肩
を
抱
い
て
歓
待
さ
れ
ま
し
た
。
夕
方
岡

山
帰
着
。

６
月
15
日

　

笠
岡
神
島
か
ら
福
山
の
西
楽
寺
を
訪
問
。
内

藤
了
瑞
師
に
再
会
し
、
20
年
前
の
マ
ン
セ
ル
の

写
真
な
ど
を
見
て
歓
談
。
内
藤
師
の
ほ
ら
貝
に

見
送
ら
れ
て
１
８
２
号
線
を
北
上
、
神
石
高
原

町
へ
。
福
島
県
南
相
馬
の
相
馬
一
族
当
主
の
相

馬
行
胤
さ
ん
が
経
営
す
る
牧
場
を
見
学
。
相
馬

さ
ん
一
家
は
福
島
原
発
事
故
で
神
石
郡
に
移
住

し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
南
相
馬
へ
帰
っ
て
い
て

会
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
奥
様
が
牧
場
を
案
内

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
吉
備
高
原
の
山
並
み
を

見
渡
す
神
石
高
原
ホ
テ
ル
に
宿
泊
。

６
月
16
日

　

長
命
密
寺
、
ど
ん
ぐ
り
幼
稚
園
を
訪
問
。
園

児
た
ち
が
元
気
よ
く
太
鼓
を
た
た
い
て
歓
迎
し

ま
し
た
。
世
羅
高
原
を
縦
断
し
高
宮
町
へ
。
途

中
南
相
馬
か
ら
帰
っ
て
来
た
相
馬
さ
ん
と
面
談
。

平
将
門
か
ら
数
え
て
45
代
目
と
い
う
行
胤
さ
ん

は
、
今
で
も
相
馬
の
野
馬
追
で
総
大
将
を
努
め
、

父
祖
８
０
０
年
来
の
相
馬
の
地
を
な
ん
と
か
復

活
さ
せ
る
た
め
に
頑
張
る
決
意
を
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
佐
々
井
上
人
の
歴
史
探
究
、
高
宮

町
佐
々
部
の
旧
蹟
を
訪
ね
歩
き
ま
し
た
。
佐
々

井
、
佐
々
部
、
雀
部
、
な
ど
の
地
名
に
サ
サ
イ

人
の
痕
跡
を
た
ど
る
佐
々
井
上
人
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
。
２
０
０
９
年
の
初
帰
国
の
と
き
か

ら
寸
暇
を
惜
し
ん
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
の
川
に
沿
っ
て
三
次
へ
。
途
中
二
度
も
道

を
亀
が
横
切
り
、
随
身
亀
井
さ
ん
の
仕
業
か
？

と
バ
ン
テ
ー
ジ
ー
。
三
次
泊
。

６
月
17
日

　

歴
史
街
道
国
道
54
号
線
を
南
下
し
て
安
芸
高

田
市
佐
々
井
へ
。
２
０
０
９
年
以
来
バ
ン
テ
ー

ジ
の
佐
々
井
訪
問
の
お
世
話
を
さ
れ
て
い
る
宍

戸
末
美
さ
ん
と
ご
主
人
に
再
会
し
、
明
顕
寺
天

清
一
亮
ご
住
職
、
佐
々
井
厳
島
神
社
の
浮
田
宮

司
、
地
元
の
皆
様
と
懇
談
し
、
佐
々
井
厳
島
神

社
七
度
目
の
参
拝
。
中
外
日
報
記
者
中
村
龍
海

さ
ん
も
合
流
し
、
根
の
谷
を
下
っ
て
広
島
へ
。

フ
ェ
リ
ー
で
宮
島
に
渡
り
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
日

が
年
に
一
度
の
御
開
帳
の
大
願
寺
厳
島
弁
才
天

を
参
拝
し
ま
し
た
。
小
林
三
旅
さ
ん
、
山
本
宗
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補
さ
ん
、
位
田
龍
樹
さ
ん
合
流
。
宮
島
で
は
亀

井
さ
ん
宅
に
宿
泊
。
宮
島
に
移
住
し
た
亀
井
さ

ん
の
仲
間
の
方
々
が
手
作
り
の
夕
食
を
ご
ち
そ

う
し
て
く
れ
ま
し
た
。

６
月
18
日

　

午
前
中
、
厳
島
神
社
参
拝
。
宝
物
館
、
清
盛

神
社
に
も
お
参
り
し
ま
し
た
。
「
世
界
遺
産
宮

島
」
と
書
か
れ
た
菅
笠
を
購
入
。
日
本
滞
在
中

被
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
大
本
山
大
聖
院
に
て
佐
々
井
秀
嶺

宮
島
講
演
「
南
天
龍
宮
城
と
平
家
一
門
」
に
登

壇
。
佐
々
井
上
人
発
心
の
因
縁
、
歴
史
の
不
思

議
な
巡
り
合
わ
せ
を
堂
々
と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
後
、
平
曲
伝
承
者
の
荒
尾
努
氏
に
よ
る
琵

琶
演
奏
「
祇
園
精
舎
」「
先
帝
御
入
水
」
を
聴
き
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
ま
し
た
。

６
月
19
日

　

弥
山
登
山
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
山
上
ま
で
上

が
り
、
そ
こ
か
ら
弥
山
本
堂
、
三
鬼
堂
、
霊
火

堂
、
山
頂
へ
。
更
に
大
日
堂
、
御
山
神
社
を
経

て
奥
の
院
ま
で
お
よ
そ
４
キ
ロ
の
山
道
を
す
べ

て
歩
か
れ
ま
し
た
。

　

午
後
宮
島
を
出
発
。
呉
市
安
浦
町
へ
。
途
中

呉
海
軍
墓
地
を
訪
れ
戦
艦
大
和
戦
死
者
慰
霊
碑

に
読
経
。
三
津
口
湾
を
臨
む
安
浦
の
今
村
賢
太

郎
夫
妻
宅
へ
。
今
村
夫
妻
は
南
天
会
会
員
で
、

亀
井
さ
ん
を
ナ
グ
プ
ー
ル
滞
在
支
援
隊
に
紹
介

し
様
々
な
支
援
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

６
月
20
日

　

早
朝
、
今
村
さ
ん
宅
か
ら
小
舟
に
乗
り
、
三

津
口
湾
の
島
々
を
回
り
ま
し
た
。
漆
を
引
い
た

よ
う
な
海
面
を
進
み
、
高
倉
天
皇
が
厳
島
御
幸

の
お
り
停
泊
し
て
柏
手
を
打
っ
た
と
い
う
柏
島

に
上
陸
し
ま
し
た
。

　

安
浦
か
ら
三
原
を
抜
け
尾
道
へ
。
し
ま
な
み

海
道
を
渡
っ
て
松
山
石
手
寺
に
到
着
。
石
手
寺

対
談
「
同
体
大
悲
～
人
々
の
中
へ
」
加
藤
俊
生

ご
住
職
と
の
対
談
に
臨
み
ま
し
た
。
山
門
に
「
集

団
的
自
衛
権
は
不
用
」
と
い
う
看
板
を
掲
げ
、

安
保
法
成
立
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
続
け
る
加
藤
師
。

ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
の
釈
尊
出
家
の
理
由
が

戦
争
の
回
避
で
あ
る
と
い
う
見
解
で
は
、
お
二

人
の
意
見
が
一
致
し
、
平
和
を
願
う
仏
教
の
姿

勢
を
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
21
日

　

松
山
か
ら
一
気
に
高
知
市
へ
。
五
台
山
竹
林

寺
を
参
拝
し
、
海
老
塚
ご
住
職
と
面
会
。
昨
日

の
安
浦
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
大
荒
れ
の
桂
浜

に
立
ち
、
坂
本
竜
馬
の
銅
像
を
見
上
げ
ま
し
た
。

　

夕
方
、
四
国
の
真
ん
中
の
土
佐
町
へ
。
以

前
ナ
グ
プ
ー
ル
を
訪
れ
バ
ン
テ
ー
ジ
ー
に
取

材
し
た
写
真
家
の
石
川
拓
也
さ
ん
が
企
画
し

た
「
佐
々
井
秀
嶺
講
演
会
『
日
本
人
が
見
失
っ

た
も
の
』」
に
登
壇
。
２
０
０
人
収
容
の
会
場

が
満
席
と
な
り
立
ち
見
と
な
る
中
、
力
強
く
話

を
さ
れ
ま
し
た
。
土
佐
町
は
人
口
４
０
０
０
人

の
山
間
の
町
で
、
四
国
の
水
が
め
早
明
浦
ダ
ム

の
あ
る
吉
野
川
の
源
流
に
位
置
し
、
農
村
の
風

に
故
郷
新
見
と
同
じ
に
お
い
を
感
じ
、
ま
た
地

元
の
方
々
の
心
の
こ
も
っ
た
も
て
な
し
を
受
け
、

大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
人
が
見

失
っ
た
も
の
は
？
「
講
談
本
を
読
め
！
」
と
い

う
こ
と
で
、
帰
り
際
に
受
付
で
「
コ
ウ
ダ
ン
ボ

ン
と
い
う
の
は
こ
こ
に
売
っ
て
ま
す
か
？
」
と

聞
く
人
も
あ
り
…
…
。

６
月
22
日

　

朝
食
後
、
保
育
園
を
訪
れ
て
子
供
に
大
人
気

の
バ
ン
テ
ー
ジ
ー
。
本
日
は
、
土
佐
町
か
ら
吉

野
川
沿
い
を
下
り
徳
島
か
ら
淡
路
島
、
明
石
海

峡
大
橋
を
渡
っ
て
京
都
ま
で
。
途
中
大
歩
危
峡

か
ら
安
徳
帝
生
存
説
の
伝
わ
る
祖
谷
へ
入
り
、

平
家
屋
敷
、
か
ず
ら
橋
な
ど
を
見
学
。
さ
ら
に

奥
の
剣
山
ま
で
も
行
き
た
い
と
こ
ろ
で
し
た
が
、

今
回
は
こ
こ
ま
で
。
京
都
到
着
後
、
寺
町
古
書

店
め
ぐ
り
。
一
昨
年
閉
ま
っ
て
い
た
書
砦
梁
山

泊
、
三
密
堂
、
大
観
堂
な
ど
を
見
て
歩
き
ま
し
た
。

６
月
23
日
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朝
食
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
広
げ
ら
れ
た
日

程
表
の
裏
に
亀
井
さ
ん
の
筆
ペ
ン
字
で
「
な

お
、
丹
波
に
は
船
井
郡
八
木
町
の
西
部
、
大
堰

川
西
岸
に
大
字
雀
部
（
さ
さ
い
べ
）
が
現
存
す

る
」
と
大
書
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
日
、
バ
ン

テ
ー
ジ
ー
の
希
望
で
福
知
山
方
面
に
行
く
こ
と

だ
け
は
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
福
知
山
の
ど

こ
に
行
く
の
か
は
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
当
日
の
朝
に
な
っ
て
よ
う
や
く
そ
の
行
き

先
が
開
陳
さ
れ
た
の
で
す
。
ま
ず
こ
の
八
木
町

と
は
別
に
福
知
山
の
東
部
、
由
良
川
北
岸
に
「
雀

部
」
と
い
う
地
名
が
残
っ
て
お
り
、
そ
こ
を
目

指
し
ま
し
た
。

　

佐
々
井
上
人
の
歴
史
探
究
と
は
先
ず
自
己

の
探
求
に
始
ま
り
ま
す
。
「
な
ぜ
自
分
一
人
は

る
ば
る
イ
ン
ド
ま
で
や
っ
て
来
て
こ
ん
な
こ

と
（
イ
ン
ド
仏
教
復
興
運
動
等
）
を
し
な
い

と
い
け
な
い
の
か
？
」
「
自
分
は
一
体
何
者
な

の
か
？
」
と
い
う
疑
問
か
ら
、
そ
の
自
分
が
冠

し
て
い
る
「
佐
々
井
」
と
い
う
名
の
ル
ー
ツ
を

た
ど
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
も
広
島
八
千
代
町

の
佐
々
井
、
埼
玉
の
笹
井
観
音
堂
、
長
野
の
篠

ノ
井
、
福
岡
の
雀
居
遺
跡
な
ど
、
実
際
に
行
っ

て
ま
た
は
地
誌
や
発
掘
資
料
な
ど
を
取
り
寄
せ

て
、
そ
の
地
の
歴
史
を
調
査
し
、
徐
々
に
「
サ

サ
イ
人
」
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
、
と
い

う
地
道
か
つ
広
角
的
（
？
）
な
手
法
。
そ
の
全

貌
は
計
り
知
れ
な
い
ま
で
も
霞
が
晴
れ
る
よ
う

に
し
て
、
徐
々
に
い
ろ
ん
な
こ
と
が
つ
な
が
り

分
か
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

　

福
知
山
市
川
北
の
旧
雀
部
地
区
に
は
大
き
な

手
が
か
り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
西

側
の
私
市
（
き
さ
い
ち
）
に
近
年
発
見
さ
れ
た

巨
大
な
円
墳
が
あ
り
、
そ
の
上
に
登
っ
て
か
つ

て
サ
サ
イ
人
が
暮
ら
し
た
で
あ
ろ
う
由
良
川
沿

い
の
平
野
を
見
渡
し
、
細
長
い
石
棺
に
納
め
ら

れ
て
い
る
２
体
の
埋
葬
者
に
祈
り
を
捧
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

福
知
山
市
の
図
書
館
か
ら
情
報
を
得
て
、
亀

岡
方
面
に
戻
り
、
南
丹
市
八
木
地
区
へ
。
亀
井

さ
ん
が
書
い
た
文
章
は
バ
ン
テ
ー
ジ
ー
所
蔵
の

古
書
の
記
述
で
、
そ
れ
と
思
し
き
場
所
に
は
船

井
神
社
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
な
に
や
ら
こ

の
周
辺
は
平
家
物
語
の
重
要
人
物
、
文
覚
上
人

所
縁
の
場
所
ら
し
く
、
文
覚
池
や
得
度
の
寺
な

ど
の
史
跡
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
船
井
神
社
の

脇
に
は
奥
州
の
反
逆
者
、
安
倍
貞
任
の
腕
を
埋

め
た
腕
守
（
か
い
な
も
り
）
社
と
い
う
社
も
あ

り
ま
す
。
と
に
か
く
そ
こ
に
か
つ
て
雀
部
と
い

う
地
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
、
地
区
の
図
書

館
で
関
係
資
料
を
コ
ピ
ー
し
て
本
日
の
調
査
は

終
了
。
サ
サ
イ
部
を
追
っ
て
、
何
が
ど
う
な
る

の
か
分
か
ら
な
い
不
思
議
な
一
日
で
し
た
。

　

こ
の
「
サ
サ
イ
部
考
」
、
神
功
皇
后
三
韓
征

伐
か
ら
応
神
天
皇
、
仁
徳
天
皇
（
和
名
大
雀
命

オ
オ
サ
ザ
キ
ノ
ミ
コ
ト
）
、
空
白
の
４
世
紀
と

い
わ
れ
る
時
代
に
、
戦
乱
を
避
け
大
陸
か
ら
日

本
に
わ
た
っ
て
き
た
人
々
が
、
日
本
海
か
ら
川

沿
い
を
遡
上
し
て
住
み
着
い
た
場
所
。
そ
う
い

う
人
々
が
仏
教
を
奉
持
し
て
い
た
可
能
性
も
あ

り
、
ま
た
製
鉄
や
竹
細
工
な
ど
の
技
術
を
持
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
先
に
は
龍
族
に
つ

な
が
る
言
葉
も
現
れ
る
。
必
然
と
偶
然
が
織
り

な
す
歴
史
の
興
味
深
い
探
検
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

後
日
古
書
店
で
、
バ
ン
テ
ー
ジ
に
「
サ
サ
イ

を
研
究
し
た
よ
う
な
本
は
無
い
か
な
。
」
と
い

わ
れ
、
何
か
ひ
ょ
っ
と
見
つ
け
ら
れ
そ
う
な
気

が
し
て
い
ま
す
。
幻
の
「
サ
サ
イ
部
の
研
究
」

そ
の
う
ち
世
に
出
る
で
し
ょ
う
。

６
月
24
日

　

午
前
中
太
秦
映
画
村
へ
。
午
後
新
幹
線
で
一

路
東
京
へ
。
真
成
院
帰
着
。

６
月
25
日

　

真
成
院
に
て
Ｂ
・
Ｒ
・
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
及

び
エ
ン
ゲ
イ
ジ
ド
ブ
ッ
デ
ィ
ズ
ム
研
究
会
主
催

の
佐
々
井
秀
嶺
渡
印
50
周
年
企
画
『
佐
々
井
秀

嶺
師
と
の
対
話
』
。
１
０
０
名
以
上
の
参
加
者

で
バ
ン
テ
ー
ジ
ー
の
話
も
最
高
潮
だ
っ
た
よ
う

で
す
。

６
月
26
日

　

昨
年
に
続
き
山
梨
県
内
船
寺
へ
。
途
中
富
士

宮
浅
間
大
社
に
お
参
り
し
、
お
昼
に
内
船
寺
到

着
。
檀
信
徒
の
方
々
が
団
扇
太
鼓
を
打
っ
て
の

お
出
迎
え
に
「
家
に
帰
っ
て
き
た
よ
う
だ
」
と

喜
ば
れ
ま
し
た
。
午
後
身
延
山
久
遠
寺
に
参
拝
。

日
蓮
上
人
御
廟
所
に
お
参
り
し
「
我
イ
ン
ド
の

柱
と
な
ら
ん　

我
イ
ン
ド
の
眼
目
と
な
ら
ん　

我
イ
ン
ド
の
大
船
と
な
ら
ん
」
と
更
な
る
イ
ン

ド
で
の
佛
教
興
隆
を
誓
わ
れ
ま
し
た
。
（
内
船

寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

６
月
27
日

　

『
内
船
寺 

平
和
の
祈
り 

平
和
の
集
い 

佐
々

井
秀
嶺
師
再
び
来
た
る
！
』『
佐
々
井
師
を
囲

ん
で
人
生
相
談
会
』
。
１
０
０
名
以
上
の
来
場

者
で
、
皆
さ
ん
で
お
食
事
も
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

午
後
、
大
鹿
村
よ
り
第
２
次
滞
在
支
援
隊
の
手

塚
龍
天
さ
ん
が
駆
け
つ
け
、
内
船
寺
の
皆
様
に

見
送
ら
れ
出
発
。
甲
府
か
ら
北
へ
、
長
野
県
上
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田
市
を
目
指
し
ま
す
。
夕
刻
、
宮
淵
泰
存
上
人

の
お
寺
妙
光
寺
へ
。
妙
光
寺
の
弁
才
天
は
、
広

島
浅
野
家
か
ら
上
田
城
主
仙
石
忠
俊
候
に
輿
入

れ
に
な
っ
た
亀
姫
が
奉
持
さ
れ
た
弁
天
様
で
、

厳
島
弁
才
天
の
御
分
身
で
す
。
宮
淵
上
人
か
ら

掛
け
軸
の
揮
毫
を
依
頼
さ
れ
、
習
字
が
大
嫌
い

な
バ
ン
テ
ー
ジ
ー
で
し
た
が
、
堂
々
た
る
筆
致

で
「
龍
女
成
仏
之
地
マ
ン
セ
ル
文
殊
師
利
菩
薩

大
寺
」
他
を
書
き
上
げ
ま
し
た
。

６
月
28
日

　

上
田
か
ら
長
野
へ
。
南
天
会
世
話
人
小
山

奈
々
子
さ
ん
の
お
父
さ
ん
小
山
寿
一
さ
ん
の
車

で
飯
縄
神
社
参
拝
後
、
犀
川
北
岸
の
急
峻
な
山

道
を
駆
け
上
が
り
、
尾
根
隘
の
集
落
中
条
村
に

到
着
。
小
山
さ
ん
の
お
ば
あ
さ
ん
の
家
を
利
用

し
た
「
バ
バ
の
家
」
に
宿
泊
。

６
月
29
日

　

中
条
村
は
か
つ
て
厳
島
の
戦
い
で
毛
利
元
就

に
滅
ぼ
さ
れ
た
大
内
氏
の
末
裔
が
隠
れ
住
ん
だ

と
言
わ
れ
る
場
所
で
、
最
奧
部
の
大
内
部
落
に

は
現
在
も
大
内
本
家
を
名
乗
る
老
夫
婦
が
住
ん

で
お
ら
れ
ま
す
。
２
０
１
３
年
に
こ
こ
を
訪
れ

た
バ
ン
テ
ー
ジ
ー
は
「
ま
た
来
ま
す
」
と
再
訪

を
誓
い
、
今
回
そ
れ
が
か
な
え
ら
れ
ま
し
た
。

百
済
の
琳
聖
太
子
か
ら
多
々
良
氏
大
内
氏
へ
、

戦
国
期
に
は
西
国
随
一
の
大
名
と
な
っ
た
大
内

一
族
の
歴
史
が
、
今
信
州
の
山
塊
に
飲
み
込
ま

れ
よ
う
と
し
て
い
る
、
そ
の
現
場
に
行
き
「
ま

た
来
る
か
ら
ね
」
と
バ
ン
テ
ー
ジ
ー
。

　

老
人
ホ
ー
ム
で
茶
話
会
に
出
席
し
、
皆
さ
ん

と
懇
談
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
野
か
ら
新
幹
線
で
東
京
へ
。
東
京
か
ら
常

磐
線
に
乗
り
い
わ
き
へ
。
い
わ
き
泊
。

６
月
30
日

　

山
本
宗
補
氏
の
案
内
で
南
相
馬
同
慶
寺
へ
。

田
中
徳
雲
師
と
再
会
し
、
ま
た
広
島
か
ら
相
馬

行
胤
さ
ん
も
駆
け
付
け
ま
し
た
。
同
慶
寺
は
相

馬
一
族
の
菩
提
寺
で
、
相
馬
さ
ん
の
御
先
祖

代
々
の
巨
大
な
五
輪
塔
が
境
内
に
並
ん
で
い
ま

す
。
請
戸
海
岸
で
読
経
を
捧
げ
、
富
岡
町
に
建

設
中
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
見
学
。
原
発
事
故
６

年
後
の
被
災
地
を
巡
礼
し
ま
し
た
。
浪
江
町
の

希
望
の
牧
場
を
再
訪
し
吉
沢
正
巳
代
表
の
話
を

聞
き
ま
し
た
。
夜
東
京
帰
着
。

７
月
１
日

　

『
佛
道
と
藝
道　

佐
々
井
秀
嶺with

玉
川

奈
々
福
』
。
浪
曲
師
玉
川
奈
々
福
師
匠
が
親
鸞

聖
人
御
伝
記
『
六
角
堂
示
現
の
巻
』
を
披
露
し
、

高
山
龍
智
師
の
司
会
で
対
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
費
は
全
額
佐
々
井
上
人
に
支
援
金
と
し
て

寄
付
さ
れ
、
玉
川
奈
々
福
師
匠
は
無
償
で
の
出

演
。
催
行
に
関
わ
る
費
用
は
全
て
高
山
師
が
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

７
月
２
日

　

午
前
中
、
川
崎
大
師
平
間
寺
に
参
拝
し
藤
田

隆
乗
貫
主
様
と
面
会
。
関
東
三
山
へ
の
参
拝
が

適
い
ま
し
た
。

　

夕
方
イ
ン
ド
人
仏
教
徒
の
方
々
に
よ
る
歓
迎

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
歌
や
踊
り
も
あ
り
、
会

場
に
は
笑
顔
が
絶
え
ず
、
素
晴
ら
し
い
会
で
し

た
。
途
中
、
ご
夫
婦
か
ら
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

に
名
前
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
が
あ
り
、

そ
の
場
で
「
サ
ク
ラ
」
と
命
名
し
会
場
か
ら
拍

手
が
お
こ
り
ま
し
た
。

７
月
３
日
～
４
日

　

真
成
院
に
て
丸
二
日
間
、
合
計
12
時
間
に
わ

た
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ロ
ン
グ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
10
月
放
送
予
定
の
Ｅ
テ
レ
「
こ
こ

ろ
の
時
代
」
に
向
け
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、

途
中
休
憩
も
「
カ
メ
ラ
マ
ン
が
疲
れ
た
か
ら
休

憩
で
す
。
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
熱
心
に
お
話
さ

れ
ま
し
た
。

７
月
５
日

　

日
本
滞
在
の
最
後
４
日
間
は
、
神
保
町
の
山

の
上
ホ
テ
ル
に
宿
泊
。
午
後
、
菅
直
人
元
総
理

と
の
対
談
に
臨
み
ま
し
た
。
岡
山
長
泉
寺
の
宮

本
光
研
師
の
発
願
に
よ
り
実
現
し
た
対
談
で
、

２
０
１
１
年
６
月
に
福
島
を
訪
れ
日
本
政
府
に

激
怒
し
た
バ
ン
テ
ー
ジ
ー
、
そ
し
て
そ
の
時
の

総
理
大
臣
と
い
う
お
二
人
。
原
発
事
故
の
様
子

や
脱
原
発
へ
の
取
り
組
み
、
ま
た
菅
氏
の
お
遍

路
の
話
な
ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
対
談
は
進

み
ま
し
た
。

　

夜
に
は
黒
澤
雄
太
師
範
の
道
場
を
訪
れ
、
殺

活
自
在
流
（
昨
年
バ
ン
テ
ー
ジ
ー
と
の
対
談
で

流
儀
の
名
乗
り
を
許
可
さ
れ
ま
し
た
）
の
演
武
、

試
し
切
り
を
検
覧
。
門
下
生
の
日
下
部
泰
生
氏

よ
り
龍
の
画
が
進
呈
さ
れ
ま
し
た
。
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７
月
６
日

　

午
前
中
、
神
社
と
「
和
」
の
幸
せ
情
報
誌
『
和

合
』
の
企
画
で
、
南
天
会
会
員
の
神
棚
マ
イ
ス

タ
ー
窪
寺
伸
浩
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
ま

し
た
。　

午
後
は
神
保
町
散
策
。
東
京
堂
書
店

裏
の
手
塚
書
房
で
件
の
講
談
本
を
大
量
購
入
。

途
中
ミ
ャ
ン
マ
ー
出
身
の
お
弁
当
屋
さ
ん
か
ら

お
接
待
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

７
月
７
日

　

浅
草
に
イ
ン
ド
へ
の
お
土
産
を
買
い
に
出
か

け
ま
し
た
。
浅
草
在
住
の
崎
本
仁
彦
氏
よ
り
た

く
さ
ん
の
仏
画
を
い
た
だ
き
、
留
守
中
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
イ
ン
ド
の
方
々
へ
の
お
土
産
に

な
る
と
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

７
月
８
日

　

南
天
会
世
話
人
や
随
身
の
面
々
、
大
勢
の

人
々
に
見
送
ら
れ
、
世
話
人
市
橋
美
緒
奈
さ
ん

の
付
き
添
い
で
帰
国
の
途
に
就
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
昨
年
よ
り
も
さ
ら
に
お
元
気
で
、

ほ
ぼ
全
日
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
こ
な
し
、
日
本
行
脚
を
完
遂
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
書
き
き
れ
な
か
っ
た
多
く
の
方
々
の
ご

支
援
ご
協
力
に
よ
り
、
無
事
来
日
日
程
を
終
え

ま
し
た
こ
と
誠
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

と
も
イ
ン
ド
で
、
ま
た
日
本
で
も
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ジ
ャ
イ

ビ
ー
ム
！
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今
年
で
82
歳
、
闘
い
の
真
っ
最
中
、
バ
ン
テ
ー

ジ
が
来
日
さ
れ
る
。
日
本
で
会
う
の
は
初
め
て

で
あ
る
。

日
本
滞
在
42
日
間
、
安
全
に
健
康
に
来
日
中
の

活
動
が
滞
り
な
く
送
れ
る
よ
う
に
随
身
さ
せ
て

頂
い
た
。

バ
ン
テ
ー
ジ
が
到
着
ロ
ビ
ー
へ
出
て
く
る
の
を

支
援
者
の
方
た
ち
と
待
っ
た
。
11
時
過
ぎ
、
バ

ン
テ
ー
ジ
は
サ
ポ
ー
ト
の
飯
田
さ
ん
と
共
に
車

イ
ス
に
乗
っ
て
ロ
ビ
ー
に
現
れ
た
。

「
ジ
ャ
イ 

ビ
ー
ム
!!
」

皆
さ
ん
で
叫
ん
だ
。

こ
の
日
か
ら
帰
国
ま
で
バ
ン
テ
ー
ジ
は
一
日
も

休
む
こ
と
な
く
日
本
を
走
り
抜
け
た
。

闘
い
の
日
々
、
そ
し
て
必
生

日
本
行
脚
、
毎
日
随
身
さ
せ
て
頂
い
た
目
線
か

ら
言
葉
を
綴
っ
て
み
た
い
。

バ
ン
テ
ー
ジ
は
日
本
へ
着
い
た
そ
の
足
で
成
田

山
へ
向
か
い
、
鶴
見
照
碩
前
貫
首
の
墓
前
に
て

般
若
心
経
を
読
経
し
イ
ン
ド
で
の
活
動
に
つ
い

て
近
況
を
報
告
さ
れ
た
。

バ
ン
テ
ー
ジ
の
読
経
、
ま
た
そ
の
後
の
お
言
葉

が
日
本
語
で
真
っ
す
ぐ
に
伝
わ
っ
て
来
る
。

そ
の
こ
と
に
素
直
に
喜
び
を
感
じ
た
。

日
本
滞
在
中
、
多
く
の
墓
前
に
向
か
い
手
を
合

わ
せ
語
り
か
け
ら
れ
た
。

行
く
先
々
の
人
々
に
愛
さ
れ
、
ま
た
語
り
か
け

ら
れ
た
。

一
人
一
人
の
悩
み
に
耳
を
傾
け
、
相
手
の
心
へ

直
接
伝
え
歩
か
れ
た
。

ま
た
各
地
の
講
演
で
は
日
本
の
現
状
を
憂
い
、

同
時
に
イ
ン
ド
の
仏
教
徒
の
向
上
を
伝
え
ら
れ

た
。

一
人
一
人
の
悩
み
苦
し
み
に
耳
を
傾
け
、
相
手

の
心
へ
直
接
触
れ
る
よ
う
に
教
え
伝
え
歩
か
れ

た
。ど

ん
ど
ん
質
問
し
て
く
だ
さ
い
よ
、

遠
慮
な
ん
て
す
る
な
よ

岡
山
の
講
演
会
で
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
の
出
来

事
で
あ
っ
た
。

バ
ン
テ
ー
ジ
は
質
問
者
に
対
し
て
「
顔
が
見
え

な
い
の
で
私
の
前
に
来
て
質
問
し
て
下
さ
い
」

と
仰
ら
れ
、
一
人
一
人
、
バ
ン
テ
ー
ジ
の
前
に

来
て
正
座
を
し
て
質
問
を
し
始
め
た
。

あ
る
質
問
で
、

「
私
は
悟
り
を
求
め
て
あ
ら
ゆ
る
仏
教
の
宗
派

を
回
っ
た
、
今
は
禅
が
一
番
だ
と
思
い
、
座
禅

を
組
ん
で
修
行
し
て
い
る
。ど
う
思
い
ま
す
か
」

バ
ン
テ
ー
ジ
は
答
え
て
、

「
悟
っ
て
い
っ
た
い
ど
う
な
る
。
自
分
一
人
座

禅
し
て
悟
っ
て
何
に
な
る
。
」

「
悟
っ
て
人
々
の
為
に
尽
く
す
ん
で
す
。
」

日
本
行
脚
中
、
多
く
の
出
来
事
が
あ
っ
た
。

一
日
一
日
、
一
人
一
人
、
場
所
ご
と
に
、

バ
ン
テ
ー
ジ
の
心
が
響
い
た
。

い
つ
で
も
命
が
け

広
島
の
弥
山
登
山
。

バ
ン
テ
ー
ジ
が
宮
島
に
来
ら
れ
、
弥
山
に
登
る

と
聞
い
た
時
に
、
体
力
的
に
難
し
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
た
。
登
山
を
し
て
怪

我
で
も
し
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
大
変
心

配
し
た
。

バ
ン
テ
ー
ジ
は
、

「
登
る
と
言
っ
た
ら
絶
対
に
登
る
。
い
つ
で
も

命
が
け
だ
」

と
仰
ら
れ
、
本
当
に
山
頂
ま
で
登
ら
れ
た
。

今
こ
の
瞬
間
に
全
力
で
生
き
る
。

そ
ん
な
姿
を
イ
ン
ド
で
も
ま
た
日
本
行
脚
中
に

も
何
度
も
目
の
当
た
り
に
し
た
。

俺
を
息
子
だ
と
思
え

あ
る
長
野
県
の
集
落
で
お
世
話
に
な
っ
た
時
の

こ
と
で
あ
る
。

翌
日
、
山
奥
で
二
人
で
暮
ら
す
お
じ
い
ち
ゃ
ん

と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
へ
伺
っ
た
。

家
に
上
が
り
仏
前
で
手
を
合
わ
せ
読
経
し
た
。

都
会
に
出
た
息
子
は
こ
の
家
に
は
戻
ら
な
い
と

言
う
。

バ
ン
テ
ー
ジ
「
な
ん
で
高
齢
の
両
親
を
置
い
て

息
子
は
戻
っ
て
来
な
い
ん
だ
ろ
う
ね
」

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
「
そ
れ
は
言
っ
て
も
仕
方
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
ね
。
」

バ
ン
テ
ー
ジ
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
俺
を
息
子
だ

と
思
え
。
」

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
俺
は
ま
た
来
る
か
ら
ね
、

そ
れ
ま
で
元
気
で
ね
。
」

山
奥
で
二
人
で
寄
り
添
っ
て
暮
ら
す
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
、
こ
れ
以
上
の
言

葉
は
無
い
よ
う
に
感
じ
た
。

涙
が
で
る
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た

高
知
県
の
土
佐
町
で
の
お
言
葉
。

講
演
会
の
会
場
に
着
く
と
実
行
委
員
の
皆
さ
ん

が
お
食
事
を
用
意
し
て
下
さ
っ
て
い
た
。

町
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
食
材
を
提
供
し
て
下

さ
っ
た
も
の
だ
と
聞
い
て
、
バ
ン
テ
ー
ジ
は
講

演
会
で

「
町
の
皆
さ
ん
、
一
人
一
人
が
真
心
こ
も
っ
て

作
っ
て
く
れ
た
ご
は
ん
、
非
常
に
涙
が
で
る
ほ

ど
嬉
し
か
っ
た
。
」

随
身
道
中
記

イ
ン
ド
へ
渡
ら
れ
て
50
年
目
、

必
ず
生
き
る
。

亀
井
竜
亀
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講
演
会
前
か
ら
町
の
皆
さ
ん
で
バ
ン
テ
ー
ジ
に

つ
い
て
勉
強
会
を
開
く
な
ど
、
当
日
も
お
食
事
、

会
場
の
お
花
か
ら
宿
泊
先
ま
で
多
く
の
町
の
人

た
ち
の
手
で
支
え
ら
れ
た
会
、
と
て
も
心
が
温

ま
っ
た
。

こ
こ
に
は
書
き
切
れ
な
い
ほ
ど
、
全
国
各
地
で

心
か
ら
の
愛
情
を
注
い
で
頂
き
ま
し
た
。

出
会
う
事
が
で
き
ま
し
た
す
べ
て
の
方
々
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

活
動
拠
点
の
四
ッ
谷
、
真
成
院
さ
ん
で
は
織
田

住
職
さ
ん
を
始
め
、
ご
家
族
、
役
僧
さ
ん
他
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
か
ら
心
温
ま
る
お
も
て
な
し

を
頂
き
、
バ
ン
テ
ー
ジ
の
食
事
、
健
康
面
、
活

動
場
所
の
提
供
な
ど
全
て
に
お
い
て
万
全
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に

バ
ン
テ
ー
ジ
の
古
く
か
ら
の
支
援
者
の
方
に
言

葉
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
あ
な
た
は
イ
ン
ド
へ
行
き
た
い
で
す
か
」

私
は
、

「
ま
た
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
答
え
ま
し
た
。

支
援
者
の
方
は
、

「
ま
だ
ま
だ
だ
ね
。
『
行
き
た
い
』
か
ら
『
帰
り

た
い
』
と
思
う
よ
う
に
な
ら
な
く
て
は
ね
」
と

仰
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
に
い
る
間
、
バ
ン
テ
ー
ジ
は
早
く
イ
ン
ド

へ
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
何
度
も
仰
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

闘
い
の
真
っ
最
中
で
あ
る
こ
と
を
日
々
感
じ
ま

し
た
。

ジ
ャ
イ
ビ
ー
ム
！

「
最
晩
年
を
迎
え
た
師
匠
を
、
そ
の
原
点
、
出

発
点
に
戻
し
て
や
り
た
い
ん
で
す
よ
」

昨
年
12
月
の
あ
る
日
の
こ
と
。
私
は
、
大
人
気

の
女
流
浪
曲
師
、
玉
川
奈
々
福
さ
ん
に
突
拍
子

も
な
い
御
相
談
を
持
ち
掛
け
た
。
師
父
佐
々
井

秀
嶺
の
来
日
予
定
も
ま
っ
た
く
白
紙
状
態
で
、

い
わ
ん
や
高
齢
の
師
ゆ
え
如
何
な
る
不
測
の
事

態
が
起
き
る
か
も
知
れ
ぬ
ま
ま
、
売
れ
っ
子
芸

人
さ
ん
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
都
合
し
て
も
ら
う

こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
無
茶
な
申
し
出
で
あ
る
か
は
、

重
々
承
知
の
上
だ
っ
た
。

　

こ
と
の
始
ま
り
は
、
遡
る
こ
と
３
年
前
の

２
０
１
４
年
初
夏
、
佐
々
井
師
は
イ
ン
ド
で
危

篤
状
態
に
陥
っ
た
。
原
因
は
不
明
。
だ
が
、
十

方
諸
仏
の
御
加
護
と
最
先
端
医
療
の
甲
斐
も
あ

り
、
奇
跡
的
に
生
還
。
退
院
し
た
直
後
に
見

舞
っ
た
私
は
、
そ
の
や
つ
れ
果
て
た
姿
に
言
葉

を
失
っ
た
。
そ
の
と
き
師
父
は
こ
う
言
っ
た
。

「
マ
ー
ル
・
ギ
ヤ
ー
、
ワ
ー
パ
ス
・
ア
ー
ヤ
ー
」

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
で
、
殺
さ
れ
た
が
戻
っ
て
来
た

ぞ
、
の
意
。
こ
ん
な
状
態
で
も
《
韻
を
踏
ん
だ

啖
呵
》
を
切
る
師
父
を
見
て
「
あ
あ
、
こ
の
ひ

と
は
根
っ
か
ら
の
舞
台
人
、
浪
曲
師
な
ん
だ
な
」

と
感
じ
た
。
そ
し
て
そ
の
頃
か
ら
、
い
つ
か
も

う
一
度
浪
花
節
の
舞
台
に
立
た
せ
て
や
り
た
い
、

と
秘
か
に
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

佐
々
井
秀
嶺
師
（
本
名
：
佐
々
井
実
）
は
昭

和
30
年
代
、
大
正
大
学
で
仏
教
を
学
ぶ
傍
ら
、

「
東
屋
楽
水
」
あ
る
い
は
「
大
菩
薩
連
嶺
」
の

芸
名
で
浪
曲
師
と
し
て
も
活
動
し
て
い
た
。
み

ず
か
ら
「
仏
法
浪
曲
第
一
世
」
と
称
し
、
『
佛

道
と
藝
道
』
の
合
一
を
ま
さ
に
実
践
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
修
行
の
た
め
イ
ン
ド
へ
渡
り
、
爾
来

か
の
国
で
虐
げ
ら
れ
た
最
下
層
民
衆
と
同
じ
地

面
に
腰
を
据
え
、
共
に
泣
き
、
共
に
笑
い
、
満

身
創
痍
に
な
り
な
が
ら
、
今
日
ま
で
生
き
て
来

た
。

　

し
か
し
そ
の
佐
々
井
師
も
今
や
高
齢
、
ま
し

て
や
危
篤
を
く
ぐ
り
抜
け
た
体
。
出
来
る
こ
と

な
ら
、
も
う
一
度
出
発
点
に
戻
し
て
や
り
た
い

…
…
。

　

と
は
い
え
私
自
身
は
、
仏
門
に
入
る
ま
で
洋

楽
畑
に
い
た
人
間
で
、
浪
曲
の
世
界
に
は
ま
っ

た
く
縁
が
な
い
。
あ
く
ま
で
夢
の
話
と
胸
に
し

ま
い
、
な
か
ば
忘
れ
か
け
て
い
た
。
と
こ
ろ
が

昨
年
六
月
末
、
た
ま
た
ま
知
人
の
文
筆
家
が
玉

川
奈
々
福
さ
ん
と
親
し
い
と
聞
き
、
に
わ
か
に

気
持
ち
が
昂
っ
た
。こ
れ
こ
そ
仏
教
で
云
う
「
無

縁
大
悲
」
と
、
え
に
し
を
結
ん
で
い
た
だ
い
て

か
ら
一
気
に
事
は
急
展
開
、
奈
々
福
さ
ん
よ
り

御
招
待
を
い
た
だ
き
、
浅
草
木
馬
亭
へ
と
佐
々

井
師
を
お
連
れ
し
て
、
約
60
年
ぶ
り
の
浪
曲
舞

台
を
堪
能
し
て
も
ら
っ
た
。

　

客
席
に
身
を
あ
ず
け
、
涙
を
浮
か
べ
な
が
ら

奈
々
福
さ
ん
の
芸
に
見
入
る
師
父
の
横
顔
に
、

私
は
、
無
謀
に
も
二
人
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

企
画
を
思
い
描
く
よ
う
に
な
っ
た
。
あ
え
て
云

う
ま
で
も
な
い
が
、
佐
々
井
秀
嶺
師
は
イ
ン
ド

仏
教
復
興
運
動
の
指
導
者
、
民
衆
の
カ
リ
ス
マ

で
あ
る
。
か
た
や
玉
川
奈
々
福
さ
ん
は
今
や
日

本
の
各
方
面
か
ら
も
っ
と
も
注
目
さ
れ
て
い
る

人
気
者
。
こ
の
両
者
を
同
じ
日
に
同
じ
舞
台
に

上
げ
る
、
な
ど
と
は
、
よ
ほ
ど
夢
想
癖
の
持
ち

主
で
な
け
れ
ば
考
え
つ
か
な
い
だ
ろ
う
。
し
か

し
私
の
強
み
（
？
）
は
、
そ
の
夢
想
家
だ
っ
た

こ
と
。
…
…
こ
う
し
て
、
冒
頭
の
言
葉
に
繋
が

る
の
で
あ
る
。

仏
に
参
ら
せ
、
芸
の
花

　
７
月
１
日
『
佛
道
と
藝
道
』

佐
々
井
秀
嶺
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
玉
川
奈
々
福

高
山
龍
智

▲打ち合わせ中の佐々井師と奈々福さんと私（田島利枝さん撮影）
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奈
々
福
さ
ん
は
、
た
だ
黙
っ
て
頷
い
て
く
だ

さ
っ
た
。

　

そ
し
て
遂
に
、
平
成
29
年
７
月
１
日
土
曜
、

東
京
新
宿
は
角
筈
区
民
ホ
ー
ル
に
於
い
て
『
佛

道
と
藝
道
』
は
実
現
し
た
。
あ
の
舞
台
は
《
浪

曲
師
：
玉
川
奈
々
福
》
の
気
っ
風
と
人
情
あ
っ

た
れ
ば
こ
そ
の
奇
跡
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
佐
々
井
師
も
た
び
た
び
奈
々
福
さ
ん

の
お
声
を
誉
め
て
い
た
が
、
ま
さ
し
く
そ
れ
は

観
音
経
偈
が
説
く
と
こ
ろ
の
「
妙
音
観
世
音 

梵
音
海
潮
音 

勝
彼
世
間
音
」
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

当
日
、
開
会
の
挨
拶
に
お
い
て
、
私
は
参
加

者
の
皆
様
へ
こ
の
よ
う
に
申
し
上
げ
た
。

「
佛
道
も
藝
道
も
、
こ
れ
一
番
大
事
な
と
こ
な

ん
で
す
、
仏
教
も
芸
能
も
で
す
よ
、
相
手
あ
っ

て
の
も
の
な
ん
で
す
。
独
り
善
が
り
じ
ゃ
な
ん

に
も
な
ら
な
い
。
相
手
あ
っ
て
の
も
の
、
人
と

人
と
を
つ
な
ぐ
も
の
が
、
佛
道
と
藝
道
で
ご
ざ

い
ま
す
」

（
高
山
師
ブ
ロ
グ
『
て
や
んD

a
y
!

』
よ
り
転
載
）

　

６
月
25
日
、
四
谷
の
金
鶏
山
真
成
院
で
佐
々

井
秀
嶺
師
を
囲
む
対
話
集
会
が
催
さ
れ
た
。

　

今
回
は
研
究
者
も
交
え
た
対
話
と
い
う
形
を

と
り
、
一
般
参
加
者
か
ら
の
質
問
も
受
付
け
ら

れ
た
。
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
用
い
て

佐
々
井
師
の
イ
ン
ド
で
の
活
動
の
様
子
も
報
告

さ
れ
、
あ
ら
た
め
て
不
可
触
民
解
放
・
仏
教
改

宗
運
動
が
民
衆
の
広
範
な
支
持
を
集
め
て
い
る

こ
と
が
窺
え
た
。
来
場
者
は
中
高
年
が
多
か
っ

た
が
、
若
い
人
の
姿
も
見
ら
れ
た
（
ち
な
み
に

私
も
二
十
代
）
。

　

師
の
お
話
の
な
か
で
、
私
が
い
ち
ば
ん
印
象

に
残
っ
た
の
は
「
苦
悩
の
な
い
人
生
は
無
で
あ

る
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
ま
た
「
生
き
て
い

る
こ
と
自
体
が
幸
福
で
あ
る
」
と
も
。
自
身
を

「
人
間
失
格
の
敗
残
者
」 

と
呼
び
、
若
き
日
に

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
陥
り
な
が
ら
も
信
仰
を
取
り
戻

し
た
師
の
人
生
は
「
煩
悩
即
菩
提
」
と
い
う
言

葉
を
体
現
す
る
か
の
よ
う
だ
。

　

佐
々
井
師
は
若
い
頃
に
三
度
の
自
殺
未
遂
を

経
験
し
て
い
る
。
「
死
に
た
い
奴
は
勝
手
に
死

ぬ
が
い
い
」
と
い
う
中
里
介
山
の
小
説
『
大
菩

薩
峠
』
の
一
文
に
触
発
さ
れ
て
自
殺
を
試
み
る

も
、
「
お
前
は
死
ん
だ
ん
だ
。
死
ん
だ
と
思
え
。

も
う
過
去
は
な
い
」
と
い
う
天
籟
の
如
き
声
に

打
た
れ
、
「
こ
れ
か
ら
は
生
き
る
ん
だ
」
と
決

意
を
固
め
た
と
い
う
。
そ
し
て
「
願
わ
く
ば
我

に
七
難
八
苦
を
与
え
た
ま
え
」
と
月
に
祈
っ
た

と
さ
れ
る
山
中
鹿
之
介
の
逸
話
を
紹
介
し
な
が

ら
、
他
者
の
苦
し
み
を
我
が
事
と
し
て
引
き
受

け
る
「
同
体
大
悲
」
の
菩
薩
道
に
つ
い
て
語
ら

れ
た
。

　

「
イ
ン
ド
へ
行
っ
て
、
日
本
の
苦
し
み
の
声

が
聞
こ
え
る
」
と
い
う
佐
々
井
師
。
人
間
の
苦

し
み
に
、
自
他
の
区
別
は
な
い
。
社
会
の
不
正

や
、
弱
者
を
蔑
み
虐
げ
る
者
へ
「
大
い
な
る
怒

り
」
を
燃
や
す
。
「
人
も
し
汝
の
右
の
頰
を
打

た
ば
、
左
を
も
向
け
よ
」
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教

の
教
え
に
は
「
そ
ん
な
馬
鹿
な
話
が
あ
る
か
！
」

と
反
発
す
る
。
非
暴
力
・
無
抵
抗
主
義
と
い
え

ば
聞
こ
え
が
い
い
が
、
そ
れ
で
社
会
問
題
が
解

決
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
佐
々
井
師
の
仏
教

は
、
徹
頭
徹
尾
「
闘
う
仏
教
」
で
あ
る
。
そ
の

行
動
の
根
底
に
は
、
弱
き
を
助
け
強
き
を
挫
く

義
侠
心
や
反
骨
精
神
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

悪
に
対
す
る
抵
抗
と
無
抵
抗
、
ど
ち
ら
が
正
し

い
と
い
う
こ
と
は
、
私
に
は
簡
単
に
は
言
え
な

い
。
た
だ
、
内
心
に
超
俗
的
な
信
仰
や
倫
理
を

堅
持
し
な
が
ら
、
い
か
に
現
実
問
題
に
対
処
し

て
い
く
べ
き
か
、
と
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

日
本
の
仏
教
界
へ
向
け
て
は
、
僧
侶
は
今
一

度
ブ
ッ
ダ
の
時
代
に
戻
っ
て
托
鉢
に
出
る
べ
き

だ
と
叱
咤
し
、
宗
派
を
超
え
て
八
宗
の
祖
・
龍

樹
（
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
）
へ
回
帰
せ
よ
、
ま

た
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
の
仏
教
復
興
運
動
に
注
目

す
べ
し
、
と
説
く
。
既
存
の
仏
教
界
と
の
摩

擦
・
確
執
、
そ
し
て
我
が
道
を
歩
み
始
め
た
時

が
、
自
分
に
と
っ
て
の
「
出
家
」
だ
っ
た
と
語

る
師
の
言
葉
は
痛
烈
だ
。

　

さ
て
、
不
可
触
民
の
家
庭
に
生
ま
れ
、
そ
の

一
生
を
カ
ー
ス
ト
差
別
の
撤
廃
に
捧
ぐ
と
と
も

に
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
仏
教
復
興
運
動
の
嚆
矢

と
も
な
り
、
ま
た
イ
ン
ド
憲
法
を
起
草
す
る
な

ど
政
治
家
と
し
て
も
多
大
な
足
跡
を
残
し
た
Ｂ
．

Ｒ
．
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
で
あ
る
が
、
日
本

に
お
い
て
は
ガ
ン
ジ
ー
や
ネ
ル
ー
に
く
ら
べ
て

知
名
度
が
高
い
と
は
言
い
難
い
。
こ
の
背
景
に

は
、
近
代
以
降
の
西
欧
中
心
主
義
＝
オ
リ
エ
ン

タ
リ
ズ
ム
の
影
響
が
あ
る
と
す
る
関
根
康
正
・

関
西
学
院
大
学
教
授
（
Ｂ
．
Ｒ
．
ア
ン
ベ
ー
ド

カ
ル
及
び
エ
ン
ゲ
イ
ジ
ド
・ 

ブ
ッ
デ
ィ
ズ
ム

研
究
会
）
の
指
摘
は
興
味
深
か
っ
た
。
伝
統
衣

装
に
身
を
包
み
糸
車
を
繰
る
ガ
ン
ジ
ー
の
姿
は
、

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
幻
想
的
な
東
洋
像
に
適
っ
て

い
た
。
だ
が
、
反
近
代
・
反
西
欧
を
志
向
し
た

ガ
ン
ジ
ー
は
同
時
に
熱
心
な
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教

徒
で
あ
り
、
カ
ー
ス
ト
制
度
自
体
は
否
定
し
な

か
っ
た
。
そ
こ
に
彼
の
変
革
者
と
し
て
の
限
界

と
、
翻
っ
て
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
の
運
動
が
も
つ

ラ
デ
ィ
カ
ル
さ
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
彼
ら
が
、

長
ら
く
西
欧
中
心
主
義
的
な
文
脈
の
な
か
で
位

置
づ
け
ら
れ
て
来
た
こ
と
を
再
考
し
、
我
々
日

本
人
の
認
識
も
今
一
度
よ
り
メ
タ
な
視
点
で
捉

え
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

６
月
25
日

佐
々
井
秀
嶺
師
渡
印
50
周
年
企
画

『
佐
々
井
秀
嶺
師
と
の
対
話
』森

井
伸
幸
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佐々井上人の写真展を開催しました。 
 

 
 

山本宗補（やまもと むねすけ） 

１９５３年長野県生まれ。フォトジャーナリスト。日本ビジュアル・ジャーナリスト（ＪＶＪＡ）会員。 

８０年代からアジアや中東の紛争地や社会問題を取材。２００４年からインドを訪れ佐々井師の取材に

取り組み、「大法輪」「アエラ」「週刊朝日」共同通信社など各誌紙で写真・記事を掲載。２００９年佐々

井師４４年ぶりの帰国の折には密着取材を敢行し、大型写真集「日本行脚」を完成させる。「３．１１」の

翌日１２日から福島県に入り、原発周辺での放射能汚染の実態を伝え、原発事故と大津波被災地に

通い続ける。70 人の戦争体験者の証言と写真を綴った写真集『戦後はまだ…刻まれた加害と被害の

記憶』は、平和・協同ジャーナリスト基金賞奨励賞を受賞した。 

 

タイトルの「ブッダを背負いて天竺へ」は、佐々井上人の師僧山本秀順師が参加した新興仏教青年同盟の主催者、

妹尾義郎氏の評伝「仏陀を背負いて街頭へ」（稲垣真実著）から。 

約５０点の写真が展示され、一週間の期間中多くの人が訪れました。会場の岡山禁酒会館は大正１２年建設のア

ルコール中毒者厚生施設。戦時中は反戦運動家の拠点ともなり岡山空襲でも焼けずに残りました。現在も様々な

イベントに使用され、２階３階の部屋がギャラリーとなっています。 
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発
心
の
因
縁

　

岡
山
県
阿
哲
郡
菅
生
村
別
所
（
現
新
見
市
）

の
佐
々
井
上
人
の
生
家
裏
山
は
平
家
岳
と
呼
ば

れ
、
対
面
す
る
源
氏
迫
と
弓
矢
を
交
わ
し
た
と

い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
。

　

中
学
二
年
の
冬
、
そ
の
山
中
で
炭
焼
き
作
業

中
に
転
落
し
気
を
失
う
。
重
い
肺
炎
を
患
い
高

熱
が
続
き
危
険
な
状
態
で
あ
っ
た
。
母
は
水
垢

離
を
う
っ
て
神
社
に
祈
願
し
、
父
は
法
印
さ
ん

と
呼
ば
れ
る
修
験
者
に
相
談
し
た
。
そ
の
修
験

者
曰
く
、
「
裏
山
に
あ
る
平
家
の
石
塔
を
供
養

し
、
赤
い
目
を
し
た
蛇
の
心
臓
を
飲
ま
せ
ろ
」

と
い
う
こ
と
で
、
父
は
毎
日
山
に
行
っ
て
蛇
を

捕
ま
え
、
何
百
も
の
蛇
の
心
臓
を
飲
み
続
け
一

命
を
取
り
留
め
た
。
し
か
し
気
力
、
体
力
が
低

下
し
、
学
校
に
も
行
け
ず
中
学
三
年
を
ほ
と
ん

ど
自
宅
で
過
ご
し
た
。

　

こ
れ
が
き
っ
か
け
で
将
来
に
対
す
る
不
安
や

「
人
間
失
格
」
と
い
う
意
識
が
湧
き
起
り
、
人

生
の
苦
悩
に
苛
ま
れ
家
出
、
自
殺
を
繰
り
返
す

よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
い
つ
し
か
出
家
を
決
意

す
る
に
至
っ
た
。

龍
樹
菩
薩
の
霊
告

　

師
僧
山
本
秀
順
師
の
勧
め
に
よ
り
タ
イ
留
学

の
後
、
イ
ン
ド
へ
。
ラ
ー
ジ
ギ
ル
に
て
日
本
山

妙
法
寺
八
木
天
摂
上
人
の
も
と
多
宝
山
上
大
宝

塔
建
設
を
手
伝
う
。

　

１
９
６
８
年
８
月
、
ラ
ー
ジ
ギ
ル
を
辞
し
日

本
へ
帰
国
す
る
最
後
の
夜
、
龍
樹
菩
薩
影
現
し

て
佐
々
井
上
人
に
告
げ
る
。

南
天
龍
宮
城
と
は

　

ガ
ン
ジ
ス
河
中
流
域
を
中
天
竺
と
す
る
五
天

竺
（
中
東
西
南
北
）
か
ら
見
れ
ば
、
南
天
竺
は

ヴ
ィ
ン
デ
ィ
ヤ
山
脈
以
南
の
現
在
の
イ
ン
ド
中

央
部
に
当
た
る
。
龍
は
ナ
ー
ガ
（n

a
g
a

）
宮
城

は
プ
ー
ル
（p

u
r

）
で
、
龍
宮
城
と
は
ナ
グ
プ
ー

ル
（N

a
g
p
u
r

）
を
指
す
。

　

１
９
５
６
年
10
月
14
日
、
イ
ン
ド
初
代
法
務

大
臣
Ｂ
．
Ｒ
．
ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
は
ナ
グ

プ
ー
ル
で
50
万
人
の
不
可
触
民
と
共
に
仏
教
へ

の
改
宗
を
行
っ
た
。
改
宗
翌
日
の
演
説
で
博
士

は
ナ
グ
プ
ー
ル
を
選
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
、
こ

の
町
が
古
代
に
仏
教
を
守
護
し
た
ナ
ー
ガ
族
が

本
拠
と
す
る
場
所
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

龍
樹
菩
薩
の
遺
跡

　

ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
龍
樹
菩
薩
の
遺
跡
に
つ

い
て
、
佐
々
井
上
人
は
玄
奘
三
蔵
の
大
唐
西
域

記
に
記
載
の
あ
る
南
コ
ー
サ
ラ
国
の
都
城
や
南

天
鉄
塔
と
目
さ
れ
る
遺
跡
を
ナ
グ
プ
ー
ル
北
郊

の
マ
ン
セ
ル
に
発
見
し
、
そ
の
土
地
を
購
入
し

て
発
掘
調
査
を
行
い
遺
跡
の
保
全
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
ラ
ー
ム
テ
ク
地
区
の
龍
樹
連
峰
に
龍

樹
菩
薩
大
寺
を
建
立
し
、
こ
の
場
所
が
龍
樹
菩

薩
の
本
拠
地
で
あ
る
こ
と
を
研
究
・
立
証
し
て

い
る
。

娑
竭
羅
龍
王

　

八
大
龍
王
の
一
、
沙
竭
羅
龍
王
。
沙
竭
羅
と

は
サ
ガ
ー
ル
（
海
）
と
い
う
意
味
で
、
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
で
は
、
海
水
の
海
も
淡
水
の
海
も
と

も
に
サ
ガ
ー
ル
と
い
う
。
ナ
グ
プ
ー
ル
周
辺
に

は
地
底
か
ら
の
湧
水
に
よ
る
湖
が
多
く
点
在
し
、

マ
ン
セ
ル
遺
跡
や
龍
樹
連
峰
も
湖
に
臨
ん
で
い

る
。
法
華
経
提
婆
達
多
品
で
説
か
れ
る
八
歳
の

龍
女
は
、
こ
の
沙
竭
羅
龍
王
の
娘
と
さ
れ
、
文

殊
菩
薩
に
従
っ
て
霊
鷲
山
に
趣
き
、
釈
尊
に
宝

珠
を
捧
げ
南
の
無
垢
世
界
に
行
っ
て
成
仏
し
た

と
あ
る
。

　

平
家
物
語
等
に
よ
る
と
厳
島
姫
命
は
こ
の
沙

竭
羅
龍
王
の
第
三
女
の
垂
迹
と
い
わ
れ
る
。

平
清
盛
と
厳
島
神
社

　

平
家
物
語
「
大
塔
建
立
」
に
よ
る
と
、
安
芸

の
守
で
あ
っ
た
清
盛
は
安
芸
国
の
年
貢
で
高
野

山
の
根
本
大
塔
の
修
理
を
命
ぜ
ら
れ
、
修
復
後

高
野
山
に
お
参
り
し
た
と
き
鹿
杖
を
つ
い
た
老

僧
（
弘
法
大
師
）
か
ら
、
「
越
前
気
比
の
宮
と

厳
島
は
金
剛
界
・
胎
蔵
界
の
垂
迹
で
、
気
比
の

宮
は
栄
え
て
い
る
が
厳
島
は
い
ま
だ
栄
え
ず
。

奏
聞
し
て
修
理
し
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
官

位
は
天
下
に
並
ぶ
も
の
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
と

言
わ
れ
、
高
野
山
に
自
ら
の
頭
頂
の
血
を
混
ぜ

た
絵
具
で
描
い
た
曼
荼
羅
を
奉
納
し
、
鳥
羽
上

皇
に
奏
上
し
て
厳
島
神
社
の
修
繕
に
取
掛
か
っ

た
と
い
う
。

法
華
経
の
編
纂
地

　

佐
々
井
上
人
説
、
サ
ッ
ダ
ル
マ
・
プ
ン
ダ

リ
ー
カ
・
ス
ー
ト
ラ
（
正
法
な
る
白
蓮
華
）
と

い
う
名
称
の
法
華
経
は
、
釈
尊
が
霊
鷲
山
で
説

い
た
と
さ
れ
る
が
、
編
纂
さ
れ
た
の
は
南
天
竺

マ
ン
セ
ル
の
地
で
あ
る
と
い
う
。
マ
ン
セ
ル
湖

畔
に
は
い
ま
で
も
白
蓮
華
が
咲
い
て
お
り
、
大

乗
仏
教
の
祖
師
で
あ
る
龍
樹
菩
薩
所
縁
の
地
で
、

諸
々
の
大
乗
経
典
も
こ
こ
で
造
ら
れ
た
と
す
る
。

マ
ン
セ
ル
を
造
営
し
た
サ
ー
タ
ヴ
ァ
ー
ハ
ナ
王

６
月
18
日

平
清
盛
生
誕
９
０
０
年
前
年
祭
記
念

佐
々
井
秀
嶺
宮
島
講
演　

「
南
天
龍
宮
城
と
平
家
一
門
」

参
考
資
料

於
：
大
本
山
大
聖
院
観
音
堂

▲龍樹菩薩の霊告
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朝
は
ア
ジ
ャ
ン
タ
を
開
窟
し
た
王
朝
で
、
ア

ジ
ャ
ン
タ
の
壁
画
で
有
名
な
ジ
ャ
ー
タ
カ
（
本

生
譚
）
も
マ
ン
セ
ル
で
造
ら
れ
た
と
い
う
。

　

ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
に
よ
る
50
万
不
可
触

民
の
集
団
改
宗
は
、
法
華
経
の
上
行
菩
薩
と
地

湧
の
菩
薩
達
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

平
家
納
経
経
箱
の
紋
様

　

清
盛
以
下
平
家
の
人
々
が
法
華
経
三
十
巻
・

阿
弥
陀
経
一
巻
・
般
若
心
経
一
巻
を
写
筆
し
た

平
家
納
経
の
経
箱
に
は
雲
龍
五
輪
塔
の
紋
様
が

描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
紋
様
を
佐
々
井
上
人
は

平
家
の
祈
願
の
象
徴
と
し
て
、
龍
樹
菩
薩
大
寺

の
龍
樹
菩
薩
立
像
に
刻
入
し
、
ま
た
龍
が
五
輪

塔
を
支
え
る
そ
の
紋
様
の
意
味
を
考
え
る
。

平
家
滅
亡
と
龍
宮
城

　

「
浪
の
下
に
も
都
の
候
う
ぞ
」
と
二
位
の
尼

に
抱
か
れ
入
水
さ
れ
た
安
徳
天
皇
。

　

平
家
物
語
の
最
終
巻
「
灌
頂
の
巻
」
六
道
の

沙
汰
で
そ
の
母
建
礼
門
院
は
以
下
の
よ
う
に
語

る
。

昔
の
内
裏
に
は
は
る
か
に
ま
さ
り
た
る
所

に
、
先
帝
を
は
じ
め
奉
り
て
、
一
門
の
公

卿
殿
上
人
み
な
ゆ
ゆ
し
げ
な
る
礼
儀
に
て

侍
ひ
し
を
、
都
を
出
で
て
後
か
か
る
所
は

い
ま
だ
見
ざ
り
つ
る
に
、「
是
は
い
づ
く
ぞ
」

と
と
ひ
侍
ひ
し
か
ば
、
二
位
の
尼
と
覚
え

て
、
竜
宮
城
と
答
へ
侍
ひ
し
時
、
「
め
で
た

か
り
け
る
所
か
な
。
是
に
は
苦
は
な
き
か
」

と
と
ひ
さ
ぶ
ら
ひ
し
か
ば
、
「
竜
畜
経
の
な

か
に
見
え
て
侍
ら
ふ
。
よ
く
よ
く
後
世
を

弔
ひ
給
へ
」
と
申
す
と
覚
え
て
夢
さ
め
ぬ
。

佐
々
井
上
人
の
平
家
供
養
と
は

　

佐
々
井
上
人
は
出
家
の
因
縁
や
イ
ン
ド
・
ナ

グ
プ
ー
ル
へ
赴
く
経
緯
、
龍
樹
菩
薩
研
究
な
ど

か
ら
、
平
家
一
門
の
供
養
を
思
い
立
ち
、
平
家

の
公
達
が
う
ち
揃
う
「
龍
宮
城
」
ナ
グ
プ
ー
ル

の
地
に
供
養
の
石
塔
を
建
立
す
る
た
め
石
材
を

準
備
し
て
い
る
。
平
家
と
は
歴
史
の
波
に
追
い

や
ら
れ
た
流
民
の
こ
と
で
、
ナ
ー
ガ
族
も
ま
た

そ
う
で
あ
る
。
そ
の
思
い
は
平
家
物
語
に
も
語

ら
れ
る
戦
争
の
災
禍
、
大
地
震
、
大
風
、
火
災

な
ど
に
見
舞
わ
れ
た
衆
生
の
追
悼
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
。

　

す
で
に
マ
ン
セ
ル
に
は
、
東
日
本
大
震
災
物

故
者
慰
霊
碑
を
建
立
し
、
３
月
11
日
に
は
現
地

イ
ン
ド
の
人
々
と
共
に
祈
り
を
捧
げ
て
い
る
。

　

一
昨
年
の
高
野
山
「
私
観
南
天
鉄
塔
」
、
昨

年
の
京
都
「
我
が
龍
樹
の
地
・
マ
ン
セ
ル
」
に

つ
づ
き
、
佐
々
井
上
人
出
世
の
大
テ
ー
マ
、
平

家
の
因
縁
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
考
資
料
以
外
で
も
出
雲
と
宮
島
の
関
係
、

佐
々
井
厳
島
神
社
の
由
来
な
ど
興
味
深
い
卓
説

が
語
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
50
名
ほ
ど
で
、

県
外
か
ら
も
多
く
集
ま
り
ま
し
た
。
講
演
後
に

は
、
平
曲
伝
承
者
の
荒
尾
努
氏
に
よ
る
平
家
琵

琶
の
弾
奏
も
あ
り
ま
し
た
。
「
祇
園
精
舎
」
「
先

帝
御
入
水
」
の
二
曲
を
弾
き
語
り
、
佐
々
井
上

人
も
た
く
さ
ん
の
人
々
が
命
を
失
っ
た
源
平
の

争
乱
、
そ
の
悲
哀
が
伝
わ
る
よ
う
だ
と
、
聞
き

入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

 

【これから】
NHK　E テレ「こころの時代」
佐々井上人インタビュー放送決定！
本放送　2017 年 10 月 22 日（日）午前 5 時～ 6 時
再放送　2017 年 10 月 28 日（土）午後 1 時～ 2 時

【これまで】
5 月 29 日：BS スカパー！ 『BAZOOKA!!!』インド仏教徒 1
億人の頂点に立つ男（生放送）

8 月 10 日：日刊ゲンダイ『注目の人 直撃インタビュー
インド仏教界頂点の僧侶 佐々井秀嶺さんに日本はどう映
る 』（ 電 子 版 は https://www.nikkan-gendai.com/articles/
view/news/211238）
8 月 29 日：週刊女性 9 月 12 日号『インドで 1 億 5 千万人
の仏教徒を導く、81 歳の日本人僧「私には黒い血が流れて
いる」』（電子版は http://www.jprime.jp/articles/-/10511）

メディア掲載・出演情報

▲平家納経箱の紋様
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ご
支
援
・
ご
入
会

◆
◇ 
ナ
グ
プ
ー
ル
滞
在
支
援 

◆
◇

　

南
天
会
で
は
、
一
定
期
間
ナ
グ
プ
ー
ル
に
滞
在
し
て
直
接
佐
々
井
上
人
の
お

手
伝
い
や
健
康
管
理
が
で
き
る
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
の
派
遣
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
９
月
よ
り
、
第
５
次
支
援
隊
の
亀
井
竜
亀
さ
ん
が
現
地
支
援
と
し
て

ナ
グ
プ
ー
ル
に
入
り
ま
す
。

　

今
後
も
継
続
し
て
支
援
を
続
け
て
い
け
ま
す
よ
う
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を

賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆
◇ 

そ
の
他
ご
支
援
（
特
別
支
援
） ◆
◇

時
期
、
金
額
を
問
わ
ず
随
時
お
受
け
致
し
て
お
り
ま
す
。

《 

南
天
会
ご
入
会
を
ご
希
望
の
場
合 

》

振
込
用
紙
に
「
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
電
話
番
号
（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
」
、
通

信
欄
に
ご
希
望
の
「
会
員
種
類
（
後
述
）
」
を
ご
明
記
の
上
、
会
費
を
送
金
く

だ
さ
い
。
会
費
納
入
後
、
確
認
書
類
を
封
書
に
て
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

※
領
収
証
が
必
要
な
方
は
、
通
信
欄
に
そ
の
由
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

【
会
員
種
類
と
年
会
費
】

支
援
会
員　
１
０
，
０
０
０
円
（
会
費
＋
支
援
金
）
／
年

一
般
会
員　
５
，
０
０
０
円
／
年

学
生
会
員　
２
，
０
０
０
円
／
年

　
　
　
　
　
　
　
　
（
※
大
学
生
ま
で
）

《
各
種
お
振
込
先
》

【
金
融
機
関
名
】　
ゆ
う
ち
ょ
銀
行　
【
加
入
者
名
】　
南
天
会

【
口
座
番
号
】　
０
１
３
８
０
―
０
―
９
０
１
６
４

同
封
の
振
込
用
紙
、
ま
た
は
郵
便
局
備
え
付
け
の
払
込
取
扱
票
に
て
お
振
込
下

さ
い
。
な
お
、
ご
入
会
を
希
望
せ
ず
ご
支
援
の
み
の
方
は
、
通
信
欄
に
「
入
会

不
要
」
と
ご
記
入
下
さ
い
。

《補足》南天会会費・支援金のご納付について
会員・支援者の皆様には、南天会にご理解ご協力をいただき誠にありがとうございます。

会費、支援金につきまして会報発送ごとに振替用紙を同封しております。これに関し会費の支払いが分かりにくいとのご指

摘をいただいており、事務局として申し訳なく本状にて説明させていただきたいと思います。

【納付済かどうかの確認方法】
→封筒の宛名ラベルにご注目ください。
会報『龍族』送付の封筒宛名ラベル右下欄に、

・ご自身の会員種類

・「納付済み」年度

が記載されています。

※会員種類および年会費については

　このページ上部をご覧ください。

【支払時期について】
→会費は年内（1 月 1 日～ 12 月 31 日）にお支払いください。

（会費未納の方には、会報発送を停止させていただく場合がございます。）

【その他】
・会費外の入金については、特別支援金として会報にお名前を掲載させていただきます。

・インドへの送金状況や、来日時活動費用、滞在支援隊援助など、会報ごとに会計報告を行い、賛同人・世話人にて監査を行

います。

おかげさまで南天会からの佐々井上人への支援は継続して行われ、その額も増えております。これからもインドでの様々な

活動、遺跡の発掘、ブッダガヤ大菩提寺裁判費用など、どれも日本からの支援が必要となってきます。今後ともご協力の程、

よろしくお願い申し上げます。

記載内容に誤りがある場合は、
事務局までお問合せください。

〒 710-0000

岡山県倉敷市〇〇－〇〇

南天　龍一　　様

支援　H29　

例：「支援会員」で「平成 29 年度会費を納付済」
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南天会会計報告（2017年 3月 1日～7月 31日） 

 

会計外支援 ※敬称略 

（来日往復付添い） 飯田寿一 市橋美緒奈 

（滞在中随行）亀井竜亀 位田龍樹 姫野智久 

       中村龍海 小林三旅 佐伯隆快 

（宿泊提供）東京：真成院 岡山：長泉寺 

新見：遠山龍桜 総社：一心念誦堂  

神石：長命密寺 宮島：亀井竜亀 

呉：今村賢太郎 土佐町：佐々井秀嶺講演会実 

行委員会 山梨：内船寺 上田：妙光寺 

中条村：丸山えみ子 

（交流会・講演会会場提供）真成院 大聖院 

（車提供）宮本龍勝 佐伯隆快 内船寺 手塚龍天 

小山寿一 山本宗補 中原永昌、大西邦満 

（交流会茶菓）関口昌子 山田尚子 

（訪問地手土産）遠山龍桜 宍戸末美 

 

2017年来日支援金寄付者御芳名 ※50音順敬称略 

赤木宥子 赤嶺久美子 朝倉誠 飯嶋健一  

石川拓也 石原布美子 伊藤邦明 伊藤誠悟  

伊藤萌子 今村賢太郎 今村美津子 漆間宣隆 

大久保陽一 岡本佳子 奧平心月 織田隆深  

加藤俊生 亀田しのぶ 川内加子  

川崎大師藤田隆乗 岸越秀任 工藤真奈美  

窪寺伸浩 熊澤幸江 熊澤瑞喜 小池一郎  

河野太通 小寺信雄  小山美津江 佐伯増恒 

坂田暢子 佐野明夫 志賀浄邦 宍戸末美  

嶋崎実 志茂紀子 白井昌子 進藤千鶴子  

関口昌子 高尾恵子 高尾山大山隆玄  

田上三郎 武田英敬 田嶋弘揮  

脱原発をめざす仏教者ネットワーク岡山  

田中徳雲 田中秀康 塚本敦 手塚直人  

手塚優子 伝宝明徳 土居奈生子 道順雄喜  

遠山睦子 富樫幸子 土岐信子 内藤了瑞  

長瀬拓磨 成田山橋本照稔 日本武徳院  

平原正雄 平原美智子 福瀬くに子 冨士玄峰 

藤原博元 仏国土の会 古屋由美子 文屋晋和 

前田卓幸 密門会有志 宮淵泰存 宮本慶通  

妙光寺檀信徒一同 森田大乗 森下正志  

山本すみ子 米盛輝雄 和田美也子  

 

以上は、年会費とは別に南天会にいただいた方と、

佐々井上人に直接渡された方でお名前の分かる方

を掲載しております。この他にも匿名で支援された

方や、お金以外のご支援をいただいた方もいらっし

ゃいました。誠にありがとうございました。 

 

南天会交流会支援金（6/4）     40000円 

宮島講演参加料・支援金（6/18）     70000円 

石手寺対談支援金（6/20）          17000円 

土佐町講演会参加料・支援金（6/21） 93112円 

内船寺座談会支援金（6/27）        66160円 

佛道と藝道入場料・支援金（7/1）   281395円 
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南天会のご周知・ご吹聴にご協力ください
お陰様で入会者数は増えてきておりますが、 支援の輪は

まだまだ広げていかなければなりません。 パンフレットな

ど必要な方は事務局までお知らせ下さい。 ＰＤＦ版は南

天会ホームページ 「南天会について」 よりダウンロード

できますので、 各自印刷の上ご利用下さい。

（南天会事務局）

〒 710-0004 

　岡山県倉敷市西坂 1582-1 一心念誦堂内

　TEL/FAX 086-463-9391
佐伯隆快 （090-5304-8955）

小林三旅 （090-4538-2677）

メール　 nantenkai@gmail.com
URL　http://www.nantenkai.org/

最新情報は
Facebook『佐々井秀嶺資料室』

をご確認ください。

◆
南
天
会
現
況
（
平
成
二
十
九
年
八
月
十
九
日
現
在
）

正
式
会
員
数　

175
名

賛
同
人
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

漆
間
宣
隆
（
浄
土
宗
浄
土
院
住
職
・
前
岡
山
県
佛
教
会
会
長
）

奧
平
心
月
（
釣
月
庵
庵
主
）

織
田
隆
深
（
高
野
山
真
言
宗
真
成
院
住
職
・
密
門
会
会
長
）

小
野
重
徳
（
仏
国
土
の
会
会
長
）

黒
澤
雄
太
（
剣
士
・
日
本
武
徳
院
師
範
） 

小
池
一
郎
（
株
式
会
社
マ
ク
シ
ス
・
シ
ン
ト
ー
常
務
取
締
役
）

島
影

透
（
株
式
会
社
サ
ン
ガ
社
長
）

高
山
龍
智
（
佐
々
井
上
人
お
弟
子
） 

土
屋
信
裕
（
顕
本
法
華
宗
弘
通
所
法
華
行
者
の
会
主
宰
）

冨
士
玄
峰
（
臨
済
宗
・
元
ナ
グ
プ
ー
ル
同
友
会
世
話
人
） 

宮
淵
泰
存
（
日
蓮
宗
妙
光
寺
住
職
・
長
野
県
修
法
師
会
会
長
） 

宮
本
光
研
（
真
言
宗
御
室
派
元
執
行
）

宮
本
龍
勝
（
佐
々
井
上
人
お
弟
子
）　
　
　
　

 

山
本
宗
補
（
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

※ 

賛
同
人
に
つ
い
て

当
会
の
主
旨
を
理
解
し
、
協
力
、
推
薦
す
る
人
を
賛
同
人
と

し
、
お
名
前
を
公
表
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

賛
同
頂
け
る
方
は
是
非
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※ 

世
話
人
に
つ
い
て

南
天
会
諸
業
務
を
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
は
皆
世
話
人
と

し
、
特
に
任
命
等
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ど
な
た
で
も
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

➊ 

ア
ン
ベ
ー
ド
カ
ル
博
士
命
日
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
参
拝
　

﹁
ナ
グ
プ
ー
ル
　
ア
ジ
ャ
ン
タ
・
エ
ロ
ー
ラ
　

仏
跡
へ
の
旅
﹂

２
０
１
７
年
11
月
29
日
出
発
～
12
月
７
日
朝
帰
国
（
９
日
間
）　

南
天
会
企
画
：
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
ツ
ア
ー
ズ
実
施

➋ 

25
周
年
記
念

ド
ン
ガ
ル
カ
ル
仏
教
徒
大
会
参
列
と

ナ
グ
プ
ー
ル

釈
尊
三
大
聖
地
参
拝
コ
ー
ス
（
９
日
間
）

世
界
遺
産
見
学
コ
ー
ス
（
８
日
間
）

仏
教
徒
大
会
最
短
コ
ー
ス
（
５
日
間
）

２
０
１
８
年
２
月
４
／
５
日
出
発

南
天
会
企
画
：
ト
ラ
ベ
ル
サ
ラ
イ
実
施

こ
の
機
会
に
是
非
ナ
グ
プ
ー
ル
を
訪
問
し
ま
し
ょ
う
︒

詳
細
は
同
封
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参
照
く
だ
さ
い
︒

ナ
グ
プ
ー
ル
訪
問
旅
行
の
ご
案
内

今
年
度
も
、
佐
々
井
上
人
の
法
城
ナ
グ
プ
ー
ル
を
訪
問
す
る
旅
行
を
企

画
し
て
い
ま
す
︒
11
月
末
と
２
月
、
ど
ち
ら
も
南
天
会
世
話
人
が
同
行

い
た
し
ま
す
︒




